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中部シンクロトロン光利用施設計画
～シンクロトロン光施設を中心とした産学行政の連携による研究施設～

基本的利用形態

◯随時利用申込(有料利用)
◯測定結果は利用企業のもの(成果占有)
◯産業利用が優先

 

UVSOR-II

サポート体制◯ビームライン毎に研究者・技術者を配置

・技術者は大学および県から派遣

・大学連合(名大、名工大、豊橋技科大、豊田工大)が中心となり
　研究者を派遣

基本的利用形態

◯随時利用申込(有料利用)

中部シンクロトロン光
利用施設

東部丘陵線(リニモ)東部丘陵線(リニモ)
陶磁資料館南駅陶磁資料館南駅
東部丘陵線(リニモ)
陶磁資料館南駅
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名古屋大学名古屋大学
大学連合大学連合
サテライトサテライト
キャンパスキャンパス

名古屋大学
大学連合
サテライト
キャンパス

＊施設名は仮称。サテライトキャンパス設置は検討中。

施設利用の流れ
利用者

利用相談

測定内容打合せ

施設利用窓口

施設利用
実験・解析
成果占有

専門的知識を要する
問題や課題

内容に応じた解決法提案

公設試を通した問い合わせも対応

専門家(大学研究者・技術者)との相談

専門家(大学研究者・技術者)による支援

施設利用による解決法の提案 整備スケジュール

施設・装置設計施設・装置設計
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建設工事建設工事
装置製作・設置・調整装置製作・設置・調整

装置設計設計置施設・装置設・装置置置施設・装置設計施設・ 置設計置置施設・装置設計設・装置設計施設・装置設計
H22年度 H23年度 H24

事建建設工事建設工事建設工事
装装置製作・設置・調装置製作・設置・調装置製作・設置・調

供用開始供用開始

Nagoya University Synchrotron Radiation Research Center

H22.12.10

H23.5.13

H24.7.10 H24.7.18 ファーストライト

中部シンクロトロン光利用施設計画は、名古屋大学の立案による地域密着型の施設で、愛知県、産業界、大学、研究中部シンクロトロン光利用施設計画は、名古屋大学の立案による地域密着型の施設で、愛知県、産業界、大学、研究
機関が一体となって推進しています。本施設はユーザー支援のための人材を名古屋大学をはじめとする大学連合が機関が一体となって推進しています。本施設はユーザー支援のための人材を名古屋大学をはじめとする大学連合が
派遣し、産業界と愛知県が整備費用を負担し、その整備・運営は派遣し、産業界と愛知県が整備費用を負担し、その整備・運営は公益公益財団法人科学技術交流財団が行います。財団法人科学技術交流財団が行います。
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中部シンクロトロン光利用施設の
ビームラインと光源加速器

1.2GeV 300mA 72m
12 4 5T 10 4.8keV KEK
Photon Factory 53nm-rad

5m 4

1.2 GeV
72 m
>300 mA
1.4 T, 39 8
5 T, 12 4 
53 nm-rad

1.2 GeV
48 m

50 MeV
1 Hz
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BL5S1 XAFS 5 20 keV
(0.25 0.06 nm)

BL6N1 XAFS 1.75 6 keV
(0.7 0.2 nm)

BL7U X XAFS 0.03 0.85k eV
(40 1.5 nm)

BL8S3
8.2 keV 13.9keV

(0.15 nm
0.09nm)
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